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2018年、NTTは中期経営戦略
Your Value Parter 2025の柱とし
て「自らのデジタルトランスフォー
メーションの推進」を掲げた。NTT
グループ（以下、グループ）の中核
事業が ICTへシフトし、新事業領
域へ進出する中、ビジネスにおける
データ活用と、そのための基盤づく
りが必須となったためである。
そこでまずは、NTT（持株会社）

のもと、グループ会社のデータを連
携するための EA（エンタープライ
ズアーキテクチャ）を設計。それま

で各社ごとに運営して
いた個別システムをこ
の EAに基づいた共通
の ITシステム（以下、
グループ共通 IT）に
統一化することで、グ
ループ間のデータ流通
の実効性を高め、デジ
タル経営を実現した。
併 せ て、SAP S/4 

HANA、SAP Ariba、
ServiceNow等のグローバルリファ
レンスを最大限に活用することで、
グループ全体の業務標準化とシング
ルインプット等による業務効率化
を、2023年4月に同時に実現させた。

ITと業務の両面から、約 25万人

が利用するバックオフィス 5領域
（財務・調達・請求・決裁・勤務管理）
でのグループ DXを成し遂げ、デジ
タル経営など、VUCA時代におけ
るアジリティを獲得した。

グループ共通 ITの導入推進中に新
型コロナウイルスの感染が拡大。世
の中が新しい働き方を求められるな
か、NTTグループは、他の企業に先
駆けてリモートワークを基本とする
新しい働き方“Work in Life”へと舵
を切った。“Work in Life”実現にむ
けては、勤務場所・勤務時間・キャ
リアの選択等社員のセルフマネジメ

NTT コムウェアは、グループ 115 社、利用ユーザ 25 万人の共通 IT システムを、財務・調達・請求・決裁・勤務管理の 5
領域で同時に導入し、NTT グループ DX を実現。リモートワークを基本とする新たな経営スタイルへの変革を背景に勤務管
理ソリューション「follow®（フォロー）」を市場展開している。

4 グループ共通IT / follow

NTTグループDXで115社のバックオフィス業務を刷新
2024年働き方改革に向けた「follow」の市場展開
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図 1　NTTグループのDXに向けた共通の IT システム導入の目的
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ント支援が掲げられ、それらの制度・
施策に柔軟に対応可能なデータ活用
基盤としてNTT コムウェアが提供
する「勤務管理ソリューション
follow」（以下、follow）が採用された。
また、グループ共通 ITについては、

グループ内の利用会社の拡大、EX
（Employee Experience) 向上を進め
ると共に、followを先陣として、企画・
開発・導入のノウハウをソリュー
ション化し、ドコモグループで連携
しながら広く市場展開、世の中の
“Work in life”への貢献を通して、
CX（Customer Experience）の高度
化を図っていく。

現在、followは多様な働き方に対
応する勤務管理領域ツールとして、
また NTTグループとしての信頼性
も評価され、既に 10万人以上に利
用されている。

followは、オフィスはもちろん、
テレワークや出張先での正確な勤務
管理の実現にも強みをもつ。また、
工数管理機能は作業内容別の時間申
請に活用でき、給与・手当計算や原
価管理、各種申請等のほか、業務を
可視化でき、労働生産性の向上も期
待できる。企業の就業ルールに合わ
せ柔軟な設定が可能だ。また、NTT
グループへの提供実績の他、導入が
手軽であり幅広い業界の実績がある
点も followが評価される理由となっ
ている。
クラウド型 followとして、「follow 

SaaS版」「follow Smart Touch」2
つのラインアップを提供している。
更に、2024年を見据え、より手軽
に導入できるモデルの提供準備も現

●follow Smart Touch
「follow SaaS版」の豊富な機能を
絞って提供することで、シンプルで
扱いやすく低コストでの導入が可能
なクラウド型モデル。個人別のパソ
コンがなくとも、スマートフォン、
ICカードリーダーなど身近な機器で
打刻可能な勤務管理サービスを業界
最安クラスの利用料にて提供してい
るため導入しやすく、UI（User 
Interface）や設定もシンプルなため
中堅・中小企業や建設・運輸業界等
における紙管理からの脱却を迅速に
実現する。さらに、現在、スマート
フォン利用者向けに、よりシンプル
なモデルの提供準備を進めている。

2024年対応ともいわれる建設・
運輸・医療業界への働き方改革関連
法の一般則適用もあり、勤務管理シ
ステム導入のニーズは高まっている。

followは今後、ドコモビジネスブ
ランドのもと、モバイル連携を主と
したプロダクト強化に取り組む。
中堅・中小企業を含めた従業員の
働き方改革、並びに生産性向上、健
康経営を推進し、少子高齢化社会に
おいて健康で安心して働ける社会を
デジタルで実現することをめざして
貢献していく。

在進めている。
●follow SaaS版
リモートワーク
管理や工数管理な
どもできる高機能
モデルであり、よ
り高度な“Work 
in life”実現をサ
ポートする。勤務
管理に必要な基本機能に加え、旅費
（「駅すぱあと」と連携）や休暇の申
請および管理にも対応している。ビ
ジネスチャット連携などの機能も用
意されている。
従業員にとっての利点は、パソコ
ンやスマートフォン、ICカードリー
ダーなど業務で利用している身近な
機器での出退勤時刻の打刻が可能で
あること。また、工場の出入り口や
店舗に置かれた共有端末を使った打
刻も可能。管理者にとっては、従業
員の出退勤時刻や残業時間等をリア
ルタイムで確認できるだけでなく、
パソコンのログイン、ログオフ時刻
も把握することが可能。また、昨今
の複雑な就業規則に合わせた柔軟な
カスタマイズが可能であるため、様々
な勤務形態に合わせたシフト作成が
できる。なお、従業員の勤務時間の
集計をする際には、給与計算ソフト
との連携が可能なため、手入力の手
間やミスを削減できる。さらに労働
基準法の改正に対応しているため、
社内における法令遵守への意識向上
につながる。また、従業員の作業内
容を時間単位で把握できるため、何
の作業にどれだけ時間がかかったの
か見ることが可能となる。そのデー
タをもとに人員を再配置して生産性
を高める分析に役立てたり、きめ細
かい原価管理も行うこともできる。

クラウドであるため法改正への順次対応（2024年対応）
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図 2　「follow」の特長
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